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注

注 1) なぜ三遠南信地域が ( 中略 ) 恒久組織をつくろうとているかというと、  

天竜川と豊川という 2つの河川流域にこれらの市町村が位置していて、一体

感を持っていることが背景にある。( 中略 ) 日本の他の地域で三遠南信のよ

うに 10 数回サミットを続けるという格好では見られない。とくに、天竜川

については、中央構造線が通っている場所であり、かつフォッサマグナが通

っている、まさに非常に地形の厳しい箇所である。
文献 1)

注 2) 中の町製材工場は、掛塚問屋資本の転化したものによって担われたので

ある。昭和 15 年に国鉄二俣線が開通し、従来の中の町を中心とした市場が、

さらに北上し二俣町(天竜市)が陸送段階の中心市場として登場するに至る。

天竜川下流からも上流からの製材工場が移動した。上流沿岸の製材工場は戦

後二俣市場へ移転したものが多い。

注 3) 天竜川流域の素材は、明治 22 年東海道線が開通するまでは、筏に組まれ

て下流の掛塚港まで流送し、そこで一旦陸揚げされ、木挽職人によって板や

貫に加工して東京へ帆船で移出していた。」

注 4)「天竜川という木材搬出には極めて便利な筏送路が存在していたから (

中略 )天竜林業と東京市場とは強く結ばれていった。

注 5) 産地問屋 (委託屋 )の流通機能は、「内陸の販売力の乏しい、あるいは信

用度の薄い ( 小規模 ) 製材工場から、　国産、外材の製材品を集め、販売を

代行。

　委託屋は、多数の山元製材工場を製品の　仕入れ先とすることで、集荷先を

確保し、山元製材と賃挽き製材の少量分散不揃い　生産を品揃え、統括する

機能を事業化した。

注 6) 林業の流通経路と業種分類を付図 1

に示す。また、協同組合組合企業一覧と

任意組織参加企業一覧を付表１に示す。
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協同組合　組合企業一覧

協働組織　参加企業一覧

木材協同組合に加盟している企業に限る。
数字は、企業の番号を表し、英字は、
企業の業種を表している。

数字＋英字

3B,4B,5A,6B,7B
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11A,9A,37C,25C,1B,12B,38C,39C
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１　２　３　４　42B

3B　g　20B　6B

3C　１　８　10　11　12　13　14

43A,3B, 林業研究会

40A　41B　5　6　7　8　9

1B,2BC

5A,8A,9A,10A,11A,12B,13B,14B
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B,20B,21B,22B,23D,24B,25C,26
B,27B,28C,29C,30A,31D,32B

業種分類

森林所有者

A素材生産 森林組合

原木市場

B製材

製品市場

C製品販売

消費者

(プレカット工場 )
D木加工

大工・工務店ハウスメーカー

参照：「変わる住宅建築と国産材流通」

従来型流通
新たな流通

製材販売
製材

素材生産（原木販売を含む）
素材生産販売

製品販売（材木店、委託屋含む）
木加工 (製樽、製函、建具、
　　　　　プレカットを含む）
その他

A
A’
B
B’
C
D
E

付図 1　流通経路と業種分類　

付表1　協同組合 組合企業一覧表
恊働組織 参加企業一覧表

産業集積地
（流通の
      中継地点）

産業集積地
（流通の拠点）

産業集積地
（協同組合
　　集積地）

産業集積地
（恊働組織の
　　中心地）

凡例 社会的ネットワーク
流域圏の形成 流域圏の弱体化 外部からの刺激 流域圏の再構築

外
部
要
因

個人的ネットワーク形成 個人的ネットワーク強化

取引ネットワーク形成

外発的な動き
（協同組合形成）

内発的な動き
（恊働組織形成）

弱体化

持続

集積地内
強化

流域圏内
再強化

⇒

① ② ③ ④

5章 結論

3章、4章 結論

図 14　自然条件に即した圏域の再構築のプロセス
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